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全学ニュース

　10月21日（月）～23日（水）の3日
間、本学の戦略的国際研究パートナー
校である米国マサチューセッツ大学ア
マースト校と、研究者マッチングのた
めのワークショップを開催しました。
これは、10月初めにアマースト校の
ローラ・バンデンバーグ研究・外部連
携担当理事、カルペン・トリヴェディ
国際担当副学長、マイケル・フォック
ス自然科学研究院長が来札したのに合
わせて計画されていたもので、両校で
共同出資する「HU-UMA共同研究
シードファンド（仮称）」を立ち上げ
るにあたり、複数分野の研究者が繋が

りを得る契機として開催されました。
　両校の共通関心分野として、「先端
材料と応用生命科学」「再生可能農業
と持続可能性」「人文学と社会」とい
う大きな枠組みの3分野で開催された
ワークショップは、バンデンバーグ理
事による趣旨説明を経て、本学先端生
命科学研究院から5名、工学研究院か
ら5名、水産科学研究院から2名、北方
生物圏フィールド科学センターから1
名、スラブ・ユーラシア研究センター
から1名、メディア・コミュニケー
ション研究院から2名、文学研究院か
ら1名が参加し、研究紹介、重なり合

う研究・教育・施設環境の確認、シー
ドファンド申請に係る想定が話し合わ
れました。多様な研究内容ながらも、
大きいテーマで繋ぐ異分野融合研究を
増やすための方針は、ファンドの枠組
みにも反映されます。研究者たちは、
両校連携に対する心境、商品開発可能
性、「帝政終焉時・後」といった一つ
の時代設定に基づき広く研究者が集ま
るバーチャルシンポジウムの今後の開
催等を含め期待を語りました。

（国際連携推進本部）
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　9月27日（金）に、地方独立行政法
人北海道立総合研究機構が、かでる
2・7（北海道立道民活動センター）に
おいて開催した「第8回道総研オープ
ンフォーラム」の基調講演に横田　篤
理事・副学長（最高サステイナビリティ責
任者）が登壇し、「北海道の未来を見
据えた北海道大学の取り組み ―SDGs
を中心に―」と題して講演を行いまし
た。
　横田理事・副学長は講演の中で、本
学は世界最大の研究林（国土の約
0.2%）、広大な農場を保有しており、
フィールド資産を活用してSDGs課題
の中核をなすフィールドサイエンスに
強みを持つ大学として発展してきたこ
と、キャンパスマスタープランを国立
大学で初めて策定したこと、THEイン

パクトランキングで高い評価を得ている
こと、昨年度、地域中核・特色ある研
究大学強化促進事業（J-PEAKS）に採
択されたこと、令和5年には「HU 
VISION 2030」を、令和6年には「北海
道大学サステイナビリティ宣言」を策
定したこと等を説明しました。
　また横田理事・副学長は、こうした
本学発展の経緯を踏まえ、学長のリー
ダーシップ（トップダウン）のもと、
各自がサステイナビリティに繋がる活
動をしているとの認識を促し、矜持と
尊厳を持って自らの可能性に挑戦し、
能力を最大限に発揮できる環境を整え
ることで、サステイナビリティやSDGsの概
念を大学全体に浸透させ、組織の一体
感の醸成と、SDGsの倫理観の浸透を
実現し、これにより、大学が総合力を

発揮して世界の課題解決に取り組むこ
と（ボトムアップ）で、社会から共感
を得てその存在価値を高め、社会的イ
ンパクトを向上させることが本学の運
営に肝要であるとの基本的な考え方を
示しました。その上で、北海道地域の
持続可能な未来社会の構築のために、
自治体と連携した共同研究、人材育成
などへの展開に貢献したい、すなわち
「第9期北海道総合開発計画」及び
「北海道総合計画」の達成に貢献して
いきたいと述べました。
　本フォーラムの展示ホールでは、
「HU VISION 2030」や、THEインパ
クトランキングにおける本学の評価を
紹介するパネルが展示されました。
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